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一 般 質 問 一 覧 

                                 平成２９年２月２２日 第１回定例会 

質 

問 

順 

質  問   者 質      問      事      項 

１ 

自 由 民 主 党 議 員 団

代 表 

渡 辺 かつひろ 

１ 区政執行の基本方針について 

２ まちづくりの姿勢について 

３ 産業振興について 

４ トップアスリートのまち・北区について 

５ 教育先進都市について 

２ 

公 明 党 議 員 団

代 表 

 稲 垣   浩 

１ 計画的で効率的な行財政運営とまちづくりの推進について 

(1) 幸せが実感出来る北区の実現と年金制度改革への取り組みや年金教育に

ついて 

(2) 新年度予算と今後の財政計画について 

  (3) 基金の目的外使用について 

  (4) 主要５基金残高の必要見込みについて 

(5) 糸魚川大規模火災と木造密集地域の安全対策について 

  (6) 空き家対策の拡充と老朽危険家屋の改善について 

２ 健康と希望が、ゆきわたる北区の実現について 

(1) がん検診受診率の向上策について 

(2) 総合的ながん対策の推進について 

(3) 引きこもりやニートへの支援策について 

３ さらなる子育て支援の充実と「教育先進都市・北区」にふさわしい教育に

ついて 

(1) 認証保育所等保育料補助の拡大と就学援助費の前倒しについて 

(2) 教育と福祉の連携強化による子どもの貧困対策の具体化について 

(3) 能動的な学習の導入など今後の教育改革について 

(4) 不登校対策と外国人児童生徒の増加に伴う取り組みの拡充について 

(5) プログラミング教育の導入について 
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３ 

日本共産党北区議員団

代 表 

 本 田 正 則 

１ 貧困と格差が拡がっているいまこそ、区の財政を区民の暮らし応援第一に

(1) プレミアム付き区内共通商品券の拡大と、障がい者への対象拡大を 

(2) 保育施策の拡充について 

  (3) 子どもの貧困対策と子育て支援の拡充について 

  (4) 誰もが安心できる国民健康保険制度に 

(5) 高齢者および障がい者施策の拡充について 

  (6) コミュニティバスなど公共交通網の充実について 

２ 誰もが地域で暮らし続けられるよう十条まちづくりの見直しを 

３ 防災対策の公的責任を果たすために 

(1) 木造家屋の耐震化 95％実現のために 

(2) 地域の中で生活継続できる木密地域の不燃化を 

(3) 感震ブレーカーの設置助成について 

４ 住宅セーフティネット法改正に伴う施策拡充について 

(1) 都営住宅の増設、公共住宅の活用について 

(2) 住宅確保要配慮者への家賃補助制度について 

(3) 居住支援協議会の早期成立を 

(4) 居住支援法人の確立に向けて 

５ 補助 92 号線の事業化は立ち止まって見直しを 

４ 

民 進 ク ラ ブ

代 表 

 赤 江 な つ 

１ 子育て世代が住みたい、住み続けたいまち北区をめざして 

(1) 北区が目指すべきまち像とは 

(2) 教育環境で選ばれる北区を 

  (3) 就学支援金の前倒し支給を 

  (4) ３歳児健診の眼科に視能訓練士導入を 

２ 障害者就労支援活動の支援を 

３ さらに実践的な防災訓練の実施を 

 


